
 

 

第２章 計画の基本的な考え方 
  



 

 



第２章
 

１ 計画の

「葉山

健やかに

はぐくま

げ、子育

平成27

あること

低下等を

子ども

の最善の

とが必要

さらに

り、こう

そこで

代育成支

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この基

していき

 

 

 

 

－

章 計画

の基本理念

山町次世代育

に育ち、保護

まれ、のびの

育て支援体制

7年４月から

とを前提にし

を踏まえ、子

もは社会の希

の利益を考慮

要であるとと

には、親子だ

うした子育て

で、葉山町で

支援行動計画

基本理念に基

きます。 

－地域ぐ

画の基本

念 

育成支援行動

護者が安心し

のび育て葉山

制の推進を図

ら始まる子ど

しつつ、子ど

子育てに関す

希望であり、

慮し、すべて

ともに、子育

だけではなく

て家庭を、地

では、地域全

画」を引き継

基づき、行政

 

の

ぐるみで

本的な考

動計画」では

して子どもを

山の子―とも

図ってきまし

ども・子育て

ども・子育て

する新たな支

未来をつく

ての子どもた

育ての充実感

く、親子を取

地域が一体と

全体でいきい

継ぎ、本計画

政と町民が協

のびのび

で元気な

基
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考え方 

は、子ども一

を生み育て

もに育つ豊か

した。 

て新制度では

てを取り巻く

支え合いの

くる力です。

たちが尊重さ

感を得られ

取り巻く地域

となって支援

いきとした

画の基本理念

協働して、元

び育て葉

な親子を

本 理

一人ひとりの

られる地域

かなまち葉

は、子育てに

く環境の変化

仕組みを構

。子どもの健

され、その育

るなどの親

域の支援や教

援する必要

元気な親子

念を次のと

元気な親子が

葉山の子

をはぐく

念

の人権が尊重

域を実現する

山―」を計画

についての第

化に伴う家族

構築すること

健やかな育

育ちが等し

の成長も重

教育環境の整

があります

子を育成する

おり掲げま

が育成され

子 

くむまち

重され、地

るため、「海

画の基本理

第一義的な

族や地域の

とを目的とし

ちのために

く確実に保

重要です。 

整備も重要

す。 

るために、「

す。 

るよう、本

ち葉山－

域のなかで

とみどりに

念として掲

責任が親に

子育て力の

しています。

は、子ども

障されるこ

な課題であ

葉山町次世

計画を推進

－ 

で

に

掲

に

の

 

あ

世

進



２ 基本方

「葉山

指します

 

 

 

 

 

 

 

基本方針

子ども

くりが求

子育て

もをはぐ

しかし

してきて

こうし

の積極的

子ども

その保護

 

 

基本方針

保護者

ことがで

子ども

や楽しさ

の向上、

する環境

 

 

 

方針 

山町次世代育

す。 

針１ みん

もとその家庭

求められてい

ての基本は家

ぐくみ、子ど

し、核家族化

ています。 

した状況のな

的な提供を図

もは地域のみ

護者たちを温

針２ 親と

者は、子ども

できます。子

もを生み、育

さを実感し、

子どもの健

境づくりを進

基本方

基本方

育成支援行動

んなで支え

庭を地域全体

います。 

家庭であり、

どもを健やか

化の進展や地

なかにあって

図るとともに

みんなで育て

温かく支えて

と子がとも

もを育てると

子育ては、子

育てていきた

子どもとと

健全育成の推

進めます。 

 

方針１ み

方針２ 親

動計画」を引

える、子育

体で支えてい

家族がお互

かに育てるこ

地域との人間

て、男性の育

に、地域の人

てる、という

ていくような

もに成長す

という経験を

子どもと保護

たいと考えて

ともに成長し

推進、子ども

みんなで支

親と子がと
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引き継ぎ、次

育て家庭

いくためには

互いに協力し

ことのでき

間関係の希薄

育児への参加

人々の支えあ

う視点から、

な地域づく

する環境

を通じて、自

護者とが、

ている人が、

していけるよ

もの人権を尊

支える、子

ともに成長

次の２つの基

 

は、地域全体

し合いなが

る家庭を築

薄化などに

加の促進や、

あいの輪を

地域の人々

りをめざし

づくり 

自らも、様々

ともに育つ機

、安心して子

ように次代

尊重する社会

子育て家庭

長する環境

基本方針を設

体で子育てを

ら、深い愛情

いていくこ

よって、家庭

、保護者への

広げていく

が、子どもた

ます。 

々なことを学

機会でもあ

子どもをも

の親の育成

会づくりな

庭 

境づくり

設定し、そ

を支援して

情と理解を

とは重要で

庭の子育て

の子育ての

ことが重要

たちを優し

学習し、成

あります。 

ち、育てる

、家庭・地

ど親と子が

 

の実現を目

いく体制づ

もって子ど

です。 

機能は低下

知識や情報

要です。 

く見守り、

長していく

ことの喜び

域の教育力

ともに成長

づ

ど

下

報

び

力

長
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３ 基本目標 

前記の基本理念と基本方針にたち、町の現状や計画策定のためのニーズ調査の結果をふまえて、

次の５つの基本目標を設定し、施策を展開していきます。 

 

 

（１）教育・保育事業の充実と多様化 

勤労世帯の転入や就労希望者の増加などにより、近年、定期的な保育ニーズが高まっており、

認可保育所の待機児童数も増加傾向にあります。 

その一方で、幼稚園の利用を希望する保護者も多く、教育面に対する根強い支持もあります。 

子育て世帯のニーズが従来よりも多様になっていることをふまえ、各世帯の事情に応じて教

育・保育の機会が適切に得られるように、教育・保育事業の充実が必要です。 

 

（２）一時預かり、病児保育の充実 

子育てをする上での周囲からのサポートとして、一時預かりの充実を求める声が多くあります。 

また、就労世帯の不安感を和らげるため、病児保育の実施が求められています。 

定期的な保育事業とは別に、一時預かりや病児・病後児保育など各種の保育サービスの充実が

必要です。 

 

（３）子育て家庭への支援の充実 

育児相談やアドバイスなどの精神的サポートを含めて、子育て交流ができる場の提供や充実が

求められています。 

子育て世帯が孤立しないように、気軽に相談や情報交換ができる子育て交流の場を増やしてい

くことが必要です。 

 

（４）小学校就学後の放課後対策の充実 

定期的な保育ニーズの高まりに伴って、今後、小学校就学後の放課後の過ごし方が課題となる

ことが予想されます。 

放課後児童クラブの充実など、小学生が放課後に安全で充実した時間を過ごせる環境を整える

ことが必要です。 

 

（５）発達面で支援が必要な子どもへの支援の充実 

ニーズ調査の結果では、子育てをする上で不安に感じていること、困っていることとして、未

就学のお子さんをもつ保護者の約４割が、子どものこころの育ちの問題をあげています。 

特別な支援を要する家庭に対しても、様々な子育て支援策を利用できるような環境を整えるこ

とが必要です。 
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４ 重点施策 

（１）教育・保育事業の充実と多様化 

 

 

 

○ 幼稚園の認定こども園への移行の推進 

○ 公的保育サービスの充実（認可保育所の増設、家庭的保育事業の実施等） 

 

（２）一時預かり、病児保育の充実 

 

 

 

○ 幼稚園の預かり保育の充実（長期休み中の実施） 

○ 一時預かりの提供場所の拡大 

○ 病児・病後児保育事業の実施 

 

（３）子育て家庭への支援の充実 

 

 

 

○ 子育て支援センター、児童館等で実施するひろば事業の充実 

○ 子育て世帯に対する相談・情報提供機能の充実 

 

（４）小学校就学後の放課後対策の充実 

 

 

 

○ 放課後児童クラブの増設（多様な選択肢の用意） 

○ 放課後子ども教室（全児童対象の放課後事業）の実施検討 

 

（５）発達面で支援が必要な子どもへの支援の充実 

 

 

 

 

○ 保育所、放課後児童クラブ等での発達に課題のある子の受入れ 

○ たんぽぽ教室、発達支援システムのきめ細やかな推進 

 

教育・保育事業（認定こども園、幼稚園、保育所など） 重点施策 

一時預かり事業、病児・病後児保育事業など 重点施策 

地域子育て支援拠点事業など 重点施策 

放課後児童クラブ、放課後子ども教室など 重点施策 

障害のある子の保育、学童クラブ等の受入れ、発達支援システム、

たんぽぽ教室など 
重点施策 



５ 施策の

基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

 

 

基本目標・

 

＜

＜

１．教

(1) 

(2) 

３．子

(1) 

施

(2) 

供

の体系 

重点施策 

—地

＜方針１＞ 

＜方針２＞ 

教育・保育事

幼稚園の認

公的保育サ

認可保育

家庭的保

子育て家庭へ

子育て支援

施するひろば

子育て世帯

供機能の充実

地域ぐるみ

 みんな

 親と子

事業の充実と

認定こども園

サービスの充

育所の増設 

保育事業の実

への支援の充

援センター、

ば事業の充実

帯に対する相

実 

５．発達

(1) 保

のあ

(2) た

かな

のびの

みで元気

なで支える、

子がともに成

と多様化 

園の移行推進

充実 

実施 

充実 

児童館で実

実 

相談・情報提

面で支援が

育所、放課

る子の受入

んぽぽ教室

推進 
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のび育て葉

気な親子を

、子育て家

成長する環

進 

実

提

２

４

が必要な子ど

課後児童クラ

入れ 

室、発達支援

葉山の子

をはぐぐむ

家庭 

環境づくり

２．一時預か

(1) 幼稚園

長期

(2) 一時預

(3) 病児・

４．小学校就

(1) 放課後

多様

(2) 放課後

課後事業

どもへの支援

ラブ等での発

援システムの

むまち葉山

かり、病児保

園の預かり保

期休み中の実

預かりの提供

病後児保育

就学後の放課

後児童クラブ

様な選択肢の

後子ども教室

業）の実施検

援の充実 

発達に課題

のきめ細や

山— 

保育の充実 

保育の充実 

実施 

供場所の拡大

育事業の実施

課後対策の充

ブの増設 

の用意 

室（全児童対

検討 

大 

施 

充実 

象の放

 

 



 

  


